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すでに ｢時｣とこれだけ密接に関わっているのだ｡ ( 2-3)
辞番の定義 ･説明では､音とは ｢空気 ,水などの振動によって聴覚に引き起こされた感覚の内容.
また､その原因となる空気などの振動｡音波｡｣であり､｢音の性質は強さ･高低 ･音色の三要素で
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西洋に目を向けると､古代ギリシアの tlleH kera -
(関係 ･割合 (ロゴス))一言集/論理/其実一であると考えた｡(『岩波 54哲学 ･思想事典』1 1) 
)も ｢この多様な世界は統一的原理に支えられることによって調和ある全体をな6171-6461(binzLie
1
』13 1数比｣の関係が論じられたりもしたのであるO(中村 『精神のフーガ および第 章





会計 卜の W によって体現される｡二人は宝くじを当てて大金持ちになった｡体制 ･
toneialli mS と元
lowerlalli mF






















































(ことば)はどう関わるのかを考察する｡｢異形の音楽､異境の音 (1)(2)｣を通して ｢ -即全であり
かつ全即 -｣の一元論的世界の表象と音言説を考察することにより､どんな異界にいかなる異形の
音 ･リズム ･音楽や (ことば)が響いているか､より深く理解できるに違いない｡ 

















極楽 ･浄土の表現については 『無量寿経』の ｢本論 (正宗分)､阿弥陀仏と浄土の荘厳 (如来浄土
の果)｣や 『阿弥陀経』などが参考になる.ここでは 『大無畳寿経』の ｢弥陀成仏と浄土のすがた｣ 




としての自己が消滅して世界とひとつであること; (3)ある意味で､五感覚が分岐する以前の ｢共感 
2 『大無量寿経』の解説には r曹軌の時代､康僧鎧の訳したところの 庁 '魂訳』を底本として､現代訳した.
ただし､サンスクリットの原典からの最新訳が､岩波文庫 ｢浄土三部経 上｣として刊行されているので､必
要に応じて参照し､またその訳文を採用した個所がある｡ 全体として､かなり自由に取意訳した点があ
るから､注意してほしい｡｣とある｡( 428)拙論を書くに当たっては､ 『浄土三部経 上』の極楽 ･浄土に関
する描写は参考にしたが､サンスクリットの原典までは読んでいない｡今後のモ限局である｡ 
5 
異形の音楽､異境の音 (2) 中谷 ひとみ
覚｣あるいは ｢共通感覚｣によって､はとけの くことば)が聞ける世界であること ;( 4)光に満ち､
その粒子の一つひとつに存在する無数の仏が仏法の (ことば)を発していることだ｡
浄土のありさまから見てゆこう｡大地は 『阿弥陀経』では黄金でできていると説かれるが､『大無










くと､樹々は五種の音声 (『浄土仏教の思想 第一審 無曳寿経 ･阿弥陀経』の註によれば､中国の












































































には納得がいく｡この後､第二観 ｢水の観想 (水想)｣では､涌く澄んだ水を観想し､次に ｢氷の観







らかな風が光明から発生し､この楽器を鳴らし､苦 ･空 .無常 ･無我の真理を表す音を出して説法

















すべて念仏 ･念法 ･念比丘僧が説かれている｡｣( 8日ここまでの観想が成就すると ｢ Hおおよそ極楽
世界の宝石の樹 ･宝石の地 ･宝石の池を見た "｣( 82)ことになるO第七観以降はいかにして無量寿仏
と､この阿弥陀仏を助けて広く衆生を教化する観世音菩薩と大勢至菩薩を観想すればよいかが語ら
れる｡
第六観までを見ても水 ･光 ･音楽が観想の重要な要素となっていることがわかる｡水の音が苦 ･
空 ･無常 ･無我の, Tl理や諸の悟 りへの道 〔波羅蜜〕を説き一宝石の輝きから生じる光は鳥に変貌し
てさえずり､念仏 ･念法 ･念僧を讃歎する一無数の天人が奏でる音楽以外に､風が空中に懸かった
楽器に演奏を促し-したがって､演奏する人がいないのに自然と鳴っている-これらの音楽がすべ









































































































































岡山大学大学院社会文化科学研究科『文化共生学研究』 1号 (01.)第 1 2 23
が霊岳からの使者､瑞鳥であるとすれば､楽音が寿福をもたらすことを示唆しているのだ｡
｢金銀平文琴｣や ｢騎象奏楽図｣が第一義的に ｢音楽が人にもたらす寿福の効用｣を表現してい
るとすれば､法隆寺玉虫厨子 3 の須弥座右側面に描かれた ｢捨身飼虎図｣は､より仏教の教えその
ものと密接な関係があるO左側面の ｢施身間借図｣と共に本生言琴であり､正面は香華供養図､背面
は須弥山図である｡｢施身間借図｣は ｢修行中の雪山虚子が偶を聞きたいがために羅利に変身した帝
釈天の求めに応じて身を投じ､本性にもどった帝釈天に救われる物語｣(相賀 103)を語る｡一方 ｢捨 
(-ん:う^tt上た.















































































































































































岡山大学大学院社会文化科学研究科『文化共生学研究』 1号 (023第 1 21.)























なるかもしれない｡ 6 興味をひかれる考え方は以下のような点である :状態は ｢量子化｣され ｢確
率｣で表される ;確率はシュレディンガ-方程式に従って変化する ,量子は振動-と解消する ;物




























一光の声が聞こえるか ? 音の香が見えるか ? 風の色が見えるか?









































できるとすれば､その力 ･秘密は原初の音 ･リズム ･音楽にある｡それは渦巻き/螺旋という (か
たち)のなかの､我々が ｢打たれて｣｢共振すること｣のなかにある (ことば)である｡この (こと





異形の音楽､異境の音 (2) 中谷 ひとみ
的な意味や構造などを詮索してきただけだ｡｢心を無にして音そのものを聴｣(124)いた時に初めて ,
真に聴いたと言える｡ 7 しかし浄土のサウンドスケープや (ことば)を聞くには､｢心を無にして｣
ということをさらに議論しなければならない｡
浄土の (ことば)は制度的言語のように ｢飼いならされ｣る以前の言葉 (鷺田 186)であるが､
これが聞こえる身体的条件を考えるには､オノマ トペについての議論が役立つだろう｡｢音の絵｣(92)
と呼ばれる､｢さくさく｣などのオノマ トペは ｢音と意味の関係がより密接｣( 8)で､｢世界のなか
のいろいろな出来事が身体と浸透しあい､たがいに反響あるいは共振し､ある感触が引き金となっ
て筋肉の収縮を呼び起こすところに｣生まれる o (9)オノマ トペは本論で主張する (ことば)の一
つと言ってよい｡｢音の絵｣と呼ばれるように､聴覚と視覚が別々のものとして特化していく前の｢五
感を貫き統合する相源的な感覚｣(中村 『共通感覚論』2 79)である ｢共通感覚｣が生み出す言葉だ｡



















共通感覚の人なら楽器ロイ ･ロイの回転､すなわち渦巻き/螺旋や風のなかに (ことば)を聞き､ 
7 岡田は､アメリカのミニマル･ミュ-ジック,カナダの作曲家マリー  .シェ-ファー が提唱したサウンドス
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